
「さいたま赤十字病院サポート薬局との連絡会」
～概要～



さいたま市基幹病院 サポート薬局とは

平成30年4月 さいたま市薬剤師会が提案・発足

さいたま市基幹病院ごとにサポート薬局を指定

各施設における運用構築を開始

＜参考 さいたま市基幹病院＞

さいたま赤十字病院 埼玉県立小児医療センター さいたま市立病院

自治医科大学附属さいたま医療センター さいたま市民医療センター

JCHO埼玉メディカルセンター JCHO北部医療センター



さいたま赤十字病院のサポート薬局

アイン薬局さいたま新都心店

セイムスさいたま新都心薬局

ウエルシアさいたま新都心けやきひろば店

南山堂薬局さいたま新都心

サエラ薬局北与野店



基幹病院のサポート薬局の条件と役割

さいたま市薬剤師会の会員であること

•病院診療の輪番体制への参加

•病院（薬剤部）との連絡会への参加

•病院採用薬の在庫備蓄

•災害時の連携

•薬-薬連携への積極的な参加



地域に根差した薬局として

さいたま赤十字病院の受診患者および

その家族、そしてこの地域の方々へ

安心・安全な薬物療法の提供と

それに貢献できる薬局（薬剤師）に



サポート薬局連絡会議を開催して

•調剤薬局における日頃の問題を具体的に理解・解決

• さいたま市薬剤師会との関連性の明確化

•調剤薬局としての簡易型研究の可能性を示唆

•定期的な開催による「顔の見える連携」が実現可能

r-omura.ie
ハイライト表示



さいたま赤十字病院サポート薬局の活動

• 定期的な連絡会の開催（3か月ごとに開催）

• 具体的な問題点の協議・改善の継続

• 個別指導などの保険情報の共有

• 近隣薬局及びさいたま市薬剤師会との連携

• 市内の基幹病院との連携

• 他の医療スタッフとの協働

• 簡易型臨床研究の推進

• さいたまクロスネットの普及
R.8.4月現在




